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会長挨拶

司会：小島　真君　指揮：岡　良森君

田中君、仲原君、渡邊君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

３０/３２　　 　　　９３．７５%　　　　３２/３２　　 　　　１００%

３０/３３　　 　　　９０．９１%　　　　　　　　  　　　　　３４名

委員会報告

ＲＩ会長のメッセージ

平成２６年５月９日�金曜日� 13時30分�より

ブケ東海三島     

           

出席者�  山本良一　小林　勝　　土屋　巧　　杉山　隆

　　　　　　　加藤正幸　山口雅弘

司会者�  　加藤正幸   �  

①２５周年記念式典予算承認の件�    

　・各会員１人当り　１０,０００円の徴収します。�    

　・特別会計より　１,２００,０００円充当します。�    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承認

第１１回理事役員会報告

ロータリーソング  「奉仕の理想」

司会：小島　真君　指揮：岡　良森君

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

をしておりましたが、このように多くの皆様にご参集いただき、

大変ありがとうございます。皆様が防災に対し高い関心が

あることを改めて痛感しました。

　せせらぎ三島ロータリークラブ主催ですので、ロータリー

クラブについて一言お話させていただきます、ロータリーク

ラブはひと言でいえば奉仕クラブ組織であります。自分の

職業を通じて世界の人々へ奉仕することに主眼が置かれ

ています。自分の職業を生かして地域に奉仕していくこと

を目指しています。

　この度、岩手県大槌町の佐々木生涯学習課長兼図書

館長さんに記念講演をお願いすることになりましたが、きの

うきょうのお付き合いではございません、２０１１．３．１１東日

本大震災以来、大槌町の子供たちに、流されなくなった

図書館の本の代わり当クラブの会員が家庭にある子供向

けの本を集め大槌町のロータリークラブの協力をいただき

大槌町のこどもたちに届けたのが始まりでした。以来３年、

毎年クラブの「東日本大震災復興支援委員会」のメンバ

ーが大槌町を訪問し、支援を続けてきました。

　今回タイトルは「逆境に立ち向かう」でありますが、ひょう

たん島の町、大槌町の復興の様子をお聞きすることがで

きると思います。

　三島市は幸いなことに南海トラフ大地震の第４次被害想

定でも津波の被害は想定されていませんが、緊急避難道

路の整備は必要不可欠です。

　三島市民として「東日本大震災を忘れることなく、一人

ひとりが　防災意識を高める」ということが今回の講演の主

旨でもあります。およそ１時間少々の講演ですが、ご聴講い

ただきたく、お願いいたしまして挨拶といたします。」

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

幹事報告

ゴルフ同好会

宮澤正美君（三島ＲＣ）

松田吉嗣君（三島ＲＣ）

幹事　加藤正幸君

①6/20クラブ協議会　発表は各委員会報告２～３分で�

②6/7歓迎会　PM6：30駅前日本海庄屋�

③6/8式典　当日AM9:30会場集合�

④6/8式典終了後、反省会　　焼き鳥てっちゃん�

⑤本日、理事・役員会開催�

６月６日　望月保延君 会員誕生日入会記念日

幹事　加藤正幸君

スマイルボックス

兼子悦三君：1月17日（金）に1月20日の誕生祝をいただき

ありがとうございました。遅れましたがスマイルいたします。

中村　徹君：手続要覧、クラブ細則が出来上がったようです。

細則委員会と相談して行こうと思います。兼子さん、石井

邦夫さん、よろしくお願い致します。

石井邦夫君：前前前回の出席率100％、皆様の協力に感

謝してスマイルします。

仲原実圭君：すみません！早退させていただきます。

　いよいよ8日は創立２５周年記

念事業の日となりました、本日

はリハーサルを行い当日に備え

ます、「全員参加」でお願いします。

当日の講演会開会挨拶文を挨

拶にします。

　「梅雨入り直後の日曜日の午後、

何人の方が来てくれますか心配

今日の料理



ロータリー世界各地から

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

卓　話

平成２６年�４月４日�金曜日�  １９時30分�より

ブケ東海三島     

           

出席者�  山本良一　小林　勝　矢岸貞夫　宮澤正昭　　　

　　　　　土屋　巧　　太田政人　杉山　隆　石井和郎

　　　　　　　山田定男　米山晴敏　加藤正幸

司会者　加藤正幸　　オブザーバー　中村　徹　石井邦夫   �  

①クラブ定款の改正について�    

１．第１条６、衛星クラブ、その後続く衛星クラブ、Eクラブに

ついて、関係する記載などは、すべて削除としました。�    

２．第１条、７は第１条６、と変更しました。�    

３．第３条、本クラブの所在地は「三島市及び近郊市町（以

前は三島市、函南町）」と改正しました。�    

４．第４条、目的は２０１０年手続要覧では「ロータリー網領」

でしたが全文改正となりました。�    

５．第５条、五大奉仕部門の５．新世代奉仕が青少年奉仕

と改正されました。�    

６．第７条、会員身分、第４節移籍ロータリアンまたは元ロ

ータリアンのところの、会員候補者の条文が改正されました。

また現会員または元会員の箇所も、一部改正されました。�    

７．第９条、出席、第３節ー出席規定の免除の一部も改正

されました。第５節ー出席の記録も、改正されました。�    

８．第１０条、理事および役員、第４節ー役員もクラブの実

績を踏まえ、会場監督を加えて改正しました。�    

９．第１０条、第５節ー役員の選挙。資格要件の一部が追

加改正されました。�    

１０．第１２条、会員身分の存続。第４節ー終結ー欠席。（a)

出席率。会員は、の一部が改正     

②クラブ細則見直しについて�    

１．第１条、４定足数追加改正�    

２．第２条、理事会、追加改正�    

３．第３条、選挙と任期、第１節と第２節追加改正�    

４．第３条、第５節、改正�    

５．第４条、理事会の任務、第４節、第６節、第７節、第８節

改正�    

６．第５条、会合第１節年次総会、第２節例会改正�    

７．第６条、入会金と会費、入会金を５万円から３万円とした。

会費は従来通りとした。�    

８．第８条、奉仕部門は定款との整合性で追加した。�    

９．第９条、委員会は委員会委員が３年間務めるべきなど、

基本的な考え方を踏襲した。�    

１０．第９条、委員会第１節で従前の委員会と委員会活動

の内容を述べている。�    

１１．社会奉仕委員会は地区との整合性のため環境保全、

青少年奉仕委員会を残したが、従前のハンドべル委員会、

３年目の手紙、東日本大震災復興支援委員会の各委員

会を外したが、早急に会長の指導のもと、クラブフォーラ

ムを開いて、最終的に、理事会の判断を早急に仰ぐ必要

がある。�    

１２．国際奉仕委員会はロータリー財団委員会（地区補助

金委員会）、米山記念奨学委員会が含まれる。タイ放置

自転車贈呈プログラムは次年度会長の意向で次年度は

事業を継続することになった。�    

１３．第１１条、会員選挙の方法第２節の一部を改正した。�    

１４．第１２条、「議事の順序」を追加した。�    

以上、改正または、見直し予定であります。�    

     

第１０回理事役員会報告

委員会報告
　　　　　　　　　　　　　クラブ研修リーダー　中村徹君

　25周年記念式典の準備も着々と進行され、プログ

ラムも出来上がったようです。25周年式典に職業奉

仕リーダーシップ賞を受賞される澤田パスト会長と、

今年度職業奉仕委員長である山田定男君の事業

計画が会員に十分理解していただけるよう、エール

を送りたく、一言あいさつします。

　澤田パスト会長はJU中販連会長として、既に既定

路線ではあったかもしれませんが、コンプライアンス

研修を受けた中古車販売士の創設と、認定制度の

強化、エコ整備を掲げ、利益追求ではなく、顧客満

足度の追及をされてこられました。自らの職業とロー

タリーにおいて、高潔性と高い倫理基準の模範であ

る、職業奉仕リーダーシップ賞に相応しい行動力に、

深く敬意を表するひとりであります。

　式典において、志田ガバナーから一言、授賞式に

先立って賛辞があるかと思いますが、今から楽しみ

でもあります。

　また今年度、山田職業奉仕委員長が2人ペアにな

って、営業利益を上げるために、お互いに経営アド

バイスをする取り組みを考案されました。この際、肝

となるのはペアになった会員の企業が、愛情をもっ

て自分の職業をコントロールしているかの一点であり

ます。山田君は次年度もこの事業を継続されるとお

聞きしました。

　会員の皆様には、この事業のご理解とご協力のほ

どよろしくお願いいたします。

９月27日　　米山晴敏君

１０月１日　　土屋　巧君

９月28日　　兵藤弘昭君

会員誕生日

入会記念日

今日の料理

職業奉仕活動について

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

中村　徹君

クラブ細則検討委員長　兼子悦三君

クラブ研修リーダー　中村徹君

スマイルボックス

根津延和君：本日は早くこれました。

大房正治君：6月8日（日）25周年事業、皆様で御輿をかつ

ぎましょう。宜しくお願い致します。

太田政人君：6月1日はアユ解禁日で早速行って来ました。

春先の低温の影響で成育が遅く追いはイマイチでしたが、

25匹釣れました。魚影は濃いので今年は楽しめそうです。

望月保延君：皆、いよいよ明後日25周年を迎えます。各人

そのポジションごとで力を発揮しましょう。ところで6月3日付

の朝日新聞静岡版にて告知記事が掲載されました。見た

メンバーもいると思います。

小林　勝君：もうすぐ25周年です。今までご協力いただきま

してありがとうございます。もう少しです。よろしくお願いします。

土屋　巧君：6月8日はいよいよ本番ですね。全員一致団結

して「心の絆を深めましょう！」岡さん、心のキズをいやしま

しょう！！

服部光弥君：本日、三島市美化推進会議へ出席してきま

した。小林幹事エレクトの会社が20数年間会社周りだけで

なく広いエリアでの清掃活動を評価され、環境美化功労

賞をうけました。さすがロータリアンだなあ・・・。満足して後

悔しない納得の家づくり・・・プライムホームでした。

6月4日に閉幕したロータリー国際大会。4日間にわた

りシドニーの街をにぎわせた今大会は、3つの世界記

録を残しただけでなく、ポリオ撲滅を大きく後押しする

ものとなりました。

大会直前、5月30日に行われたポリオ撲滅支援のた

めのシドニーのハーバーブリッジ登頂イベントに、世

界中から集まった340人が参加。2011年に人気司会

者のオプラ・ウィンフリーさんがファンとともに打ち立て

た記録を塗り替え、世界新記録を打ち立てました。さ

らに、橋に登った参加者らが278カ国の国旗を掲げ、「一

つの橋の上に掲げられた国旗の数（most flags flown 

on a bridge」でギネスに認定されました。

世界記録はこれにとどまらず、ロータリーの公共奉仕

広告によるポリオ撲滅認識向上キャンペーン、「世界

最大のＣＭ」が「写真による最大の認識向上キャンペ

ーン」としてギネス世界記録に。

これらの快挙に続き、さらに大きいニュースが大会を

盛り上げました。6月1日、オーストラリアのトニー・アボ

ット首相がロータリーのポリオ撲滅キャンペーンに1億

ドルの支援を提供することを発表。さらにその2日後に

は、Chrome Group副会長のエメカ氏が、ロータリー

財団にポリオ撲滅を目的とした100万ドルを寄付する

ことを発表しました。

シドニー大会の主なハイライトは以下の通りです。

・世界の水問題に挑む：大会直前の5月30日に開か

れた今年の世界水サミットでは、他団体との協力に焦

点が当てられました。水と衛生の分野の世界的専門

家も出席したこのサミットでは、民間セクター、NGO、

政府とのパートナーシップを通じて効果的なプロジェ

クトを実施することの重要性が強調されました。

・若者に力を：オーストラリアの元人気クリケット選手

でMewsicの設立者であるブレット・リーさんと、元ロー

タリー奨学生でGlobal Fund for Childrenの設立者

であるマヤ・アジュメラさんが、世界の貧しい子どもた

ちに明るい未来を与えるための自身の活動を紹介し、

出席者に感動を与えました。

・平和の推進：元ロータリー平和フェローで、国際労

働機関（ILO）のアフリカ地域担当者であるンウィラ・

チガガさんが講演し、性別にかかわらず、すべての人

に平等な仕事の機会を与えることの必要性について

訴えました。

・疾病との闘い：米国疾病対策センター（CDC）のシニ

ア公共保健アドバイザー、レネー・サウンダースさん

が講演し、エイズ撲滅には官民のパートナーシップが

重要であることを強調しました。また、国際糖尿病連

合元会長のマーチン・シリンクさんが、ロータリーの助

けとともに糖尿病問題を国連決議に盛り込み、国連の

「世界糖尿病デー」を実現させた自身の体験につい

て話しました。

クラブ奉仕委員長　矢岸貞夫君

ハンドベル贈呈先について

　会員の皆様に半年前より数回にわたり委員会などで、お

知らせしてありますﾊﾝﾄﾞﾍﾞﾙ贈呈先についてのｱﾝｹｰﾄの

結果は、

１、会員が管理し、貸出をする。　　　　5名

２、大槌町の関係機関に贈呈する　　13名

３、地域の公共施設に贈呈する。　　　5名

無効　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2名

上記の通り報告いたします。ご協力ありがとうございました。

以上の結果を理事会にかけて決定いたしますので、ご承

知下さい。


